
Webフォームでの性能証明書 発行依頼方法について



【手順書の目次】

１．アカウント事前登録、初回ログインについて

２．発行依頼について

３．性能証明書ダウンロードについて

４．差し戻しの対応について

推奨環境：ブラウザは、Google Chrome もしくは、Microsoft Edgeで使用することをお勧めします。
バージョンが最新版であるかをご確認ください。



【アカウント事前登録、初回ログイン】
1.アカウント

事前登録

ログイン画面にて「メールアドレスでログイン」を押してください
次にアカウント事前登録したメールアドレスを入力し、送信ボタンを押すと返信メールが届きます
「Toyokumo kintoneAppにログイン」を押してログインしてください

専用Webフォーム のご利用にはアカウントの事前登録が必要です
下記リンクを押してください

※リンク先をクリックしてもWeb登録画面が開かない場合は
URLをコピーし、検索バーにて直接検索してください

発行依頼フォームへのリンクを押してログインしてください
※ログイン後に、ブラウザのお気に入り登録を行ってください

複数名で、利用される場合は
「誰でも閲覧できる会社共通のメールアドレス」
をご利用いただくと発行履歴の管理がしやすいの
でお勧めいたします

https://s.lixil.com/lht_hakkouirai_form

https://forms.gle/woFpf1eq1J2rE76fA

登録していないメールアドレスを入力した場合
返信メールは届きますがログイン出来ません

このリンクからの「発行依頼フォーム」への
ログインは１回のみです。

アカウント事前登録

初回ログイン方法



【発行依頼フォーム】基本情報、現場情報の入力 2.発行依頼

基本情報はアカウント登録時のお客様情報です、お間違い等ないかをご確認ください
※会社名、担当者名、LIXIL得意先コード、LIXIL営業所コードは変更可能です

現場名を入力し、組立事業者を選択してください

組立事業者とはサッシやドアを完成品にする事業者のことです
※「株式会社LIXIL」を選択した場合は、性能証明書の組立事業者の欄に
「株式会社LIXIL」と印字して発行いたします
※「株式会社LIXIL以外」を選択した場合は、性能証明書の組立事業者の欄は
空白で発行いたしますので、直接ご記入ください

*  は、必須入力

*  は、必須入力

LIXIL得意先コード、LIXIL営業所コードを
複数保持されているお客様は必要に応じて
コードを変更してください

※基本情報を変更した際は、変更した基本情
報がアカウント登録時のお客様情報に戻る場
合がございます。下記の際はご注意ください
⑴発行依頼情報入力後の確認画面から
「戻る」を押し、依頼情報を訂正する場合
⑵差し戻しで「再申請」する場合



【発行依頼フォーム】製品情報の概要

①製品型番の選択 ②寸法の入力 ③ガラス構成などの入力
内窓 必須 必須 −
外窓 必須 必須 −
外窓（異形窓） 必須 必須 −
ドア 必須 必須 −
ガラス交換 必須 必須 必須

製品情報の入力は、大きく分けて３つの手順になります
①製品型番の選択 ②寸法（W／H）の入力
③ガラス構成、窓枠の材質、開閉形式の入力 ※ ガラス交換のみ

①製品型番 ②寸法
（W／H）

③ガラス構成、窓枠の材質、開閉形式
※ガラス交換のみ

メモ欄はお客様の自由記入欄になります。
LIXIL への伝達事項欄ではございません

は、明細追加ボタンです
は、明細削除ボタンです

※任意

※スクロールバーで移動してご入力ください

※①②が未記入の場合はエラーになり、申請が出来ません
③が未記入の場合はエラーにはならず、窓口より差し戻しされますのでご注意ください

2.発行依頼



【発行依頼フォーム】製品情報入力 ( 外窓・内窓・ドアの場合 ) 2.発行依頼

１頁に、明細が６行表示されます。
次頁に行くには、番号または「＞」
を押してください

※ガラス仕様は、LIXILビジネス情報サイト
「対象製品型番リスト」をご参照ください

https://s.lixil.com/2024certificate

※

… ※任意入力

メモ欄はお客様の自由記入欄に
なります。 LIXIL への伝達事項欄
ではございません

部分一致で検索可能

発行対象の製品を選択

選択順はありませんので、選択しやすい項目より検索してください
※推奨する検索順は「製品区分」「性能区分」を選択し「検索」を押下、次に「シリーズ」「開閉形式」を選択するという順番になります

① 製品型番の選択

② 寸法(W／H)の入力

【便利機能】項目と項目の間にカーソル
を合わせるとカーソルが になり
項目幅の調整が可能です



【発行依頼フォーム】製品情報入力 ( 異形窓の場合 ) 2.発行依頼

【台形FIX窓】 【サークルFIX窓】※規格サイズでＳサイズのみ

W＝底辺
H＝( h1＋h2 )／２

W＝直径 d
H＝直径 d

( 外窓・内窓・ドアの場合) と同様になります
① 製品型番の選択

② 寸法(W／H)の入力

※ガラス仕様は、LIXILビジネス情報サイト
「対象製品型番リスト」をご参照ください

https://s.lixil.com/2024certificate

異形窓は通常の寸法入力と異なりますので、下記の寸法をご入力ください

※

… ※任意入力

メモ欄はお客様の自由記入欄に
なります。 LIXIL への伝達事項欄
ではございません



【発行依頼フォーム】製品情報入力 ( ガラス交換の場合 ) 2.発行依頼

( 外窓・内窓・ドアの場合) と同様になります
① 製品型番の選択

② 寸法(W／H)の入力

※ガラス仕様は、LIXILビジネス情報サイト
「対象製品型番リスト」をご参照ください

https://s.lixil.com/2024certificate

③ ガラス構成、窓枠の材質、開閉形式の入力

※トリプルガラスのみ
必須

※任意入力※必須 ※必須

※

※ガラス交換は交換した枚数分申請が必要です ( 引違いの場合はガラス交換枚数が２枚になりますので２行入力してください)

※必須 ※必須

メモ欄はお客様の自由記入欄に
なります。 LIXIL への伝達事項欄
ではございません

【便利機能】製品型番の上にカーソルを合わせ
ダブルクリックすると型番を選択、コピー（右
クリックでメニュー表示より）することが可能
になります。同じ製品型番を複数回入力する際
は、製品型番検索がスムーズになりますので、
ご活用ください



【補足】製品情報入力 ( ガラス交換の場合 ) 2.発行依頼

※「ガラス構成」は、作業指示書があるとスムーズに入力できます



【発行依頼フォーム】LIXILへの伝達事項、添付書類 2.発行依頼

LIXILへの伝達事項欄になります ※任意入力

選択した製品の納品が確認できる書類を添付し、「確認」を押してください
※ファイル名は「現場名」や「日付」等、依頼内容が分かる名前にしてください
※添付ファイルが不足している場合は、窓口より差し戻しされますのでご注意ください

複数ファイル可能
最大10ＭＢ

【便利機能】複数ファイルを同時にアップロード可能です
※アップロードしたいファイルを選択し、「開く」を押してください

※添付ファイルを削除したい場合は「✓」にカーソルを
合わせると表示が「✕」に変わり、削除可能です



【発行依頼フォーム】発行依頼内容の確認 2.発行依頼

発行依頼内容にお間違いないことをご確認いただきましたら「回答」を押してください
受付完了メールが届きます。リンクより「性能証明書発行依頼履歴」をご確認いただけます

※基本情報

※現場情報

※製品情報

※伝達事項、添付ファイル リンクを押すと
「性能証明書発行依頼履歴」
が開きます

受付完了メールが届きましたら
窓口受付は完了です
※基本情報に記載している
メールアドレス宛に送信して
いますのでご確認ください

「戻る」を押すと発行依頼情
報を訂正できます
※ただし、基本情報を変更
されている場合は、変更前に
戻りますので再度基本情報を
変更してください

「回答」を押すと性能証明書発行依頼が完了します
※これ以降は現場名・組立事業者・製品情報の変更は
できませんので、ご注意ください



【性能証明書発行依頼履歴】概要
3.ダウン
ロード

https://s.lixil.com/lht_hakkouirai_view

「性能証明書発行依頼履歴」より申請状況をご確認いただけます

【発行依頼履歴の検索】
検索フィルタボタンを押すと検索画面が開きます。

「申請状況」「現場名」等から依頼明細の検索が可能です

発行依頼内容の詳細をご確認頂けます

「差し戻し」の場合は、こちらより修正
を行ってください（※4.差し戻し対応に
てご説明いたします）

【申請状況ステータス表示】
申請受付 ：申請受付された状況です
差し戻し ：申請内容に不備があります、再申請してください
発行作業中 ：発行作業中です
発行済み ：性能証明書をダウンロード可能です

検索フィルタボタン

※ブラウザのお気に入り登録を行ってください



【性能証明書発行】発行完了メールからダウンロード
3.ダウン
ロード

LIXIL窓口にて性能証明書発行準備が完了しましたら、発行完了メールが届きます
ダウンロードした性能証明書の内容に、お間違い等ないかをご確認ください
※発行された証明書は何度でもダウンロード可能です（再発行依頼は不要です）

ダウンロード完了です

ダウンロードページの添付ファイルを押してください
ブラウザの上部にダウンロード完了のメッセージが
表示されれば、ダウンロード完了です

発行完了メール ダウンロードページ
基本情報に記載しているメールアドレス
宛に発行完了メールが届きます
「ダウンロードページ」を押してください

性能証明書の保存
※ファイル名は「現場名」や「日付」等
依頼内容が分かる名前を付けて保存する
ことをお勧めします

※性能証明書発行後に現場名を
変更したい場合は、二重線を引き
手書きで変更してください



【性能証明書発行】発行依頼履歴よりダウンロード
3.ダウン
ロード

「性能証明書発行依頼履歴」より性能証明書をダウンロードいただけます
※発行された証明書は何度でもダウンロード可能です （再発行依頼は不要です）

「発行済み」明細の右端の欄より、性能証明書をダウンロード可能です
押すとプレビュー画面が開きますのでダウンロード、印刷を行ってください
※ファイル名は「現場名」や「日付」等依頼内容が分かる名前を付けて保存
することをお勧めします

発行したい対象を履歴から検索 性能証明書のダウンロード・保存
検索フィルタボタンを押すと検索画面が開きます

「申請状況：発行済み」で検索してください
※検索条件に「依頼日」「現場名」などを追加すると
スムーズに検索可能です

プレビュー画面の右上に
アイコンがあります

ダウンロード

印刷

検索フィルタボタン



【発行依頼フォーム】差し戻しの再申請 4.差戻し対応

依頼内容に不備がある場合は、LIXIL窓口より差し戻し連絡メールが届きます
「性能証明書発行依頼履歴」より、修正依頼事項をご確認いただき再申請を行ってください

検索フィルタを押し、検索画面より「申請状況：差し戻し」で検索してください
対象明細の左端にあるアイコンを押し、修正依頼事項をご確認ください
「申請内容を修正する」を押すと「発行依頼フォーム」が開きますので修正し、再申請してください

差し戻し連絡メール 差し戻し依頼を履歴から検索し、再申請
基本情報に記載しているメールアドレス
宛に発行完了メールが届きます
リンクを押してください

検索フィルタボタン

※基本情報を変更されている場合は、初期値に戻りますので
再度基本情報を変更してください
※連絡事項がある際は「LIXILへの連絡事項」にご入力ください



FAQ
質問 回答

依頼前 アカウント事前登録のリンクがわかりません。 https://forms.gle/woFpf1eq1J2rE76fA URLコピーし検索バーに貼付て下さい。

依頼フォームにログインが出来ません。 事前登録しているか、登録内容にお間違い無いかご確認下さい。
ご利⽤のブラウザが最新バージョンであることをご確認ください。
またMicrosoft EdgeのInternet Explorerモードでは正しく動作しないため、上手く
表示されない場合はMicrosoft Edgeでのアクセスをお願いいたします。

メールアドレスが変更になる場合の対応は︖ 改めて事前登録を実施してください。

依頼フォームのリンクがわかりません。 https://s.lixil.com/lht_hakkouirai_form

発⾏依頼履歴のリンクがわかりません。 https://s.lixil.com/lht_hakkouirai_view

再発⾏を依頼する場合は、どう対応すればよいですか︖ 1度申請し発⾏した性能証明書は、発⾏依頼履歴からダウンロードが可能なため、再
発⾏の申請は不要です。

1物件の中で組⽴事業者がLIXIL、LIXIL以外と複数ある場合は、どう
対応すればよいですか︖

LIXIL以外で申請ください。性能証明書は空欄となりますのでお手数ですが手書きで
記載をお願い致します。

依頼後
(発⾏前)

製品型番が違っていました。どう対応すればよいですか︖ 再度申請ください。伝達事項に再申請の旨を記載下さい。

添付書類にファイルが貼り付けられません。 ファイル容量（10MBまで）をご確認下さい。

発⾏依頼後、申請書の修正をかけようとしましたが、
内容修正が出来ません。

再度申請ください。伝達事項に再申請の旨を記載下さい。
不要な性能証明書は、破棄ください。

発⾏後 証明書発⾏後に申請内容の間違いに気づきました。 再度申請ください。伝達事項に再申請の旨を記載下さい。
不要な性能証明書は、破棄ください。

現場名称を間違えて申請しました。
どう対応すればよいですか︖

現場名は、性能証明書の枠外にあり、審査内容ではない為、そのままご使⽤されて
も国の事務局で差し戻しされることはありません。訂正をされたい場合は二重線で
取消し、正しい現場名を記入して下さい。




